
唐
招
提
寺
西
方
院
所
在
の
證
玄
和
尚
五
輪
塔
と
出
土
蔵
骨
器
に
つ
い
て佐

藤
亜
聖

は
じ
め
に

中
世
の
唐
招
提
寺
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
人
物
と
し
て
、
中
興
大
悲
菩
薩
覚
盛
上
人
の
名
前
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
伽

藍
復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
覚
盛
上
人
の
跡
を
継
い
だ
中
興
第
二
世
圓
律
上
人
證
玄
和
尚
で
あ
っ
た
。
近
年
、
西
方
院
に
所

在
す
る
證
玄
和
尚
の
五
輪
塔
に
つ
い
て
解
体
修
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
地
下
か
ら
和
尚
の
名
を
刻
む
銅
製
蔵
骨
器
が
出
土
し
た
。
そ
の
調
査
成

果
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

一

圓
律
上
人
證
玄
和
尚
に
つ
い
て

證
玄
和
尚
に
関
す
る
記
録
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
や
『
律
苑
僧
宝
伝
』、『
招
提
千
歳
伝
記
』
な
ど
少
数
の
文
献
に
限
ら
れ
て
お
り
、
唐
招
提

寺
復
興
に
果
た
し
た
功
積
の
割
に
史
資
料
が
少
な
い
。
こ
れ
ら
残
さ
れ
た
史
料
よ
り
確
認
で
き
る
和
尚
像
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。

證
玄
和
尚
は
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
大
和
国
山
辺
郡
鉾
立
郷
（
今
の
大
和
郡
山
市
新
庄
町
付
近
）
で
生
ま
れ
る
。
興
福
寺
常
喜
院
に
お
い

て
覚
盛
上
人
に
出
会
い
、
そ
の
門
弟
に
加
わ
っ
て
僧
侶
と
し
て
の
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
の
後
、
覚
盛
上
人
の
入
滅
に
伴
い
唐
招
提
寺
長
老

に
就
任
す
る
が
、
就
任
直
後
か
ら
積
極
的
に
伽
藍
の
復
興
に
着
手
し
、
金
堂
・
講
堂
・
東
室
の
修
復
、
本
尊
脇
侍
千
手
観
音
像
・
瑠
璃
光
仏
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写真1 證玄和尚五輪塔

の
修
復
、
戒
壇
の
再
興
、
湯
屋
院
・
僧
厠
の
再
建
、
牟
尼
蔵
院
の
建
立
な
ど
を
成
し
遂
げ
た
。
ま
た
、
導
御
や
凝
然
な
ど
多
く
の
弟
子
を
育

て
、
最
期
は
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
八
月
三
日
に
病
の
た
め
入
滅
し
た
と
さ
れ
る
。

二

西
方
院
證
玄
和
尚
五
輪
塔
と
地
下
遺
構
に
つ
い
て

西
方
院
證
玄
和
尚
五
輪
塔
（
県
指
定
文
化
財
。
以
下
、
證
玄
五
輪
塔
と
呼
称
）
は
西
方
院
本
堂
東
側
に
位
置
す
る
（
写
真
1
）。
高
さ
約
五
一
・

三
㎝
の
基
壇
を
持
ち
、
基
壇
を
除
く
高
さ
二
五
九
㎝
を
測
る
。
空
風
輪
が
大
振
り
で
、
火
輪
の
軒
厚
が
厚
く
、
火
輪
・
水
輪
・
地
輪
の
幅
が

揃
う
も
の
で
、
西
大
寺
奥
ノ
院
叡
尊
五
輪
塔
に
共
通
す
る
形
状
を
有
す
る
。
台
座
の
反
花
は
子
弁
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
子
持
複
弁
の
形
状
を
有

し
、
間
弁
は
四
隅
に
位
置
す
る
。
基
壇
は
切
石
壇
上
積

基
壇
で
あ
る
が
、
束
柱
や
格
狭
間
が
な
く
、
明
ら
か
に

後
補
の
様
相
を
持
つ
。『
招
提
千
歳
伝
記
』
第
四
冊

（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
二
〇
〇
四
、【
史
料
】）

に
「
再
ヒ
営
壱造
ス
之
也
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
時

再
造
営
さ
れ
た
の
が
こ
の
基
壇
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
本
塔
の
年
代
に
つ
い
て
は
か
つ
て
黒
田
昇
義
氏
が

形
態
と
表
面
状
態
の
観
察
か
ら
元
禄
年
間
の
も
の
と
さ

れ
、
こ
れ
に
対
し
川
勝
政
太
郎
氏
が
そ
の
様
式
か
ら
鎌

倉
時
代
説
を
展
開
し
た
経
緯
が
あ
る
（
黒
田
一
九
三
九
、

川
勝
一
九
六
九
）。

さ
て
、『
招
提
千
歳
伝
記
』
第
四
冊
に
は
左
記
の
記
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載
が
あ
る
。

【
史
料
】西

廟
西
廟
ハ
者
、
有
壱リ
西
方
院
。
内
ニ
以
テ飲石
ヲ
作
壱ル
五
輪
ノ
浮
都
ヲ
。
高
サ
一
丈
許
リ
也
。
是
則
チ
中
興
大
悲
菩
薩
ノ
之
廟
也
。
前
有
壱灯
絽灯
。

今
年
為
壱リ
四
百
五
十
年
ノ
之
遠
忌
。
故
再
ヒ
営
壱造
ス
之
也

こ
の
記
載
か
ら
、
遅
く
と
も
本
書
が
編
ま
れ
た
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
は
唐
招
提
寺
中
興
覚
盛
上
人
の
塔
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
後
も
長
く
上
人
の
墓
塔
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
五
月
十
日
に
行
わ
れ
た
解
体
修

理
で
、
蔵
骨
器
が
出
土
し
て
銘
文
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
覚
盛
上
人
で
は
な
く
中
興
二
世
證
玄
和
尚
の
五
輪
塔
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
の
解
体
修
理
で
は
五
輪
塔
直
下
の
基
壇
内
部
に
石
臼
で
蓋
を
し
た
石
組
が
見
つ
か
り
、
内
部
に
据
え
ら
れ
て
い
た
石
櫃
の
中
か
ら
銅
製

蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
た
（
岩
波
書
店
一
九
九
一
）。
こ
の
調
査
は
不
時
発
見
と
い
う
こ
と
も
あ
り
詳
細
が
不
明
だ
が
、
西
方
院
所
蔵
古
写
真
の

観
察
か
ら
は
、
解
体
修
理
に
際
し
て
石
室
す
べ
て
を
解
体
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
五
輪
塔
の
傷
み
が
目
立
っ
て
き
た
た
め
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
七
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、
五
輪
塔
の
解
体
修
理

を
行
い
、
併
せ
て
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
が
奈
良
国
立
博
物
館
の
協
力
の
も
と
、
地
下
遺
構
の
調
査
と
出
土
蔵
骨
器
お
よ
び
内
部
人
骨
の
調

査
を
行
っ
た
。三

五
輪
塔
地
下
遺
構
の
構
造

五
輪
塔
を
全
て
解
体
し
、
反
花
座
を
除
去
し
た
直
下
に
、
直
径
三
〇
〜
四
〇
㎝
の
河
原
石
を
組
み
上
げ
た
石
室
が
見
つ
か
っ
た
。
石
室
は

川
原
石
を
四
〜
五
段
積
み
上
げ
て
構
築
し
て
お
り
、
内
法
直
径
約
六
三
㎝
前
後
、
深
さ
七
二
㎝
前
後
を
測
る
（
図
1
）。
石
室
内
に
は
直
径
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写真3 石室内石櫃検出状況

写真2 石室蓋石検出状況

写真4 石櫃開封状況

五
九
㎝
、
厚
さ
二
〇
㎝
の
安
山
岩
製
石
臼
（
図
2
）
を
伏
せ
て
蓋
に
す
る
。
石
臼
は
擦
り
部
が
摩
滅
し
て
お
り
、
一
定
期
間
使
用
さ
れ
た
も

の
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
安
山
岩
石
材
は
や
や
赤
み
を
帯
び
て
、
長
石
粒
を
多
く
含
む
も
の
で
、
関
西
地
域
で
は
類
例
を
見
な
い
も

の
で
あ
る
。

石
臼
直
下
に
は
花
崗
岩
製
石
櫃
を
安
置
し
て
い
た
。
石
櫃
は
本
体
が
直
径
三
五
・
九
㎝
、
高
さ
二
三
・
三
㎝
、
蓋
は
直
径
三
五
・
八
㎝
、

高
さ
二
二
・
六
㎝
を
測
り
、
内
法
は
蔵
骨
器
規
模
に
近
似
す
る
直
径
一
七
・
八
㎝
、
高
さ
三
四
・
〇
㎝
を
測
る
。
内
外
全
面
に
ノ
ミ
痕
を
残

す
。
蔵
骨
器
は
こ
の
石
櫃
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
（
図
2
、
写
真
2
〜
4
）。
石
櫃
内
法
が
蔵
骨
器
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
た
め
、
い
っ
た
ん
取

り
出
し
た
蔵
骨
器
を
再
び
石
櫃
内
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
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図3 證玄蔵骨器実測図 4分の1

写真5 蔵骨器写真6 銘 板
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写真7 蓋内面

正
應
五
年
壬辰
八
月
十
四
日
辰剋
入
滅
于
時

行
年
七
十
三
夏
臈
通
五
十
三
別
五
十
八

こ
れ
に
よ
り
證
玄
和
尚
の
出
身
や
没
年
、
入
滅
時
の
年
齢
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

蓋
は
、
最
大
径
一
七
・
〇
㎝
、
高
さ
四
・
一
㎝
を
測
る
。
上
下
を
別
材
で
造

り
出
し
、
高
さ
二
・
七
㎝
の
付
近
で
組
み
合
わ
せ
る
。
蓋
上
段
は
最
大
径
九
・

〇
㎝
を
測
り
、
上
下
は
ソ
ケ
ッ
ト
状
に
組
み
合
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
構
造
は
こ

れ
ま
で
例
が
な
く
、
特
殊
な
も
の
で
あ
る
（
写
真
7
）。

僧
侶
の
蔵
骨
器
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
竹
林
寺
（
生
駒
市
）・
額
安
寺
（
大
和

郡
山
市
）
で
見
つ
か
っ
た
忍
性
菩
薩
の
蔵
骨
器
を
は
じ
め
、
国
内
各
地
で
出
土

し
て
い
る
が
、
今
回
再
発
見
さ
れ
た
容
器
は
二
段
構
造
の
蓋
や
銘
文
を
刻
ん
だ

銅
板
を
鋲
留
め
す
る
手
法
な
ど
、
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。

五

蔵
骨
器
内
部
の
調
査

蔵
骨
器
は
そ
の
保
存
の
た
め
に
も
、
内
部
の
人
骨
を
す
べ
て
取
り
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
と
奈
良

国
立
博
物
館
が
共
同
で
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
調
査
を
行
い
、
蓋
の
密
閉
方
法
と
人
骨
の
状
況
を
確
認
し
、
開
封
の
方
法
を
検
討
し
た
後
、
開
封
し
、

人
骨
の
取
り
出
し
を
行
っ
た
。

人
骨
は
口
縁
部
直
下
約
三
㎝
前
後
ま
で
入
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
一
〜
二
㎝
の
細
片
に
砕
い
て
納
入
し
て
あ
り
、
残
存
状
況
は
良
好
で

な
い
（
写
真
8
）。
骨
の
取
り
上
げ
は
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
画
像
を
参
考
に
、
上
層
か
ら
番
号
を
付
け
て
順
に
行
っ
た
。
蔵
骨
器
内
部
は
大
き
く
三
層
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写真8 蔵骨器Ｘ線ＣＴ画像

に
分
か
れ
る
。
上
層
は
二
㎝
内
外
の
も
の
が
多

く
、
骨
の
向
き
に
規
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。
中

層
に
は
比
較
的
大
き
な
（
約
五
㎝
角
）
頭
骨
を

水
平
に
複
数
敷
き
詰
め
て
配
置
し
、
そ
の
う
ち

六
枚
に
は
墨
書
が
確
認
さ
れ
た
。
下
層
は
一
㎝

程
度
に
砕
か
れ
た
骨
を
主
体
と
し
、
骨
の
向
き

に
規
則
性
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
中
層
以
下
に

は
水
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ

画
像
が
明
瞭
で
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
発
見
さ
れ
た
人
骨
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
人
類
学
研
究
機
構
（
代
表
・
松
下
孝
幸
氏
）
に
委
託
し
て
部
位
特
定
と
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
上
層
か
ら
出
土
し
た
骨
の
中
に
左

上
腕
骨
お
よ
び
頭
骨
に
重
複
が
あ
り
、
下
層
の
骨
を
含
め
て
少
な
く
と
も
三
体
分
以
上
の
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
墨
書

骨
以
下
が
證
玄
和
尚
で
、
上
層
人
骨
は
追
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
蔵
骨
器
の
容
量
、
蓋
の
特
殊
構
造
は
追
葬
の
た
め

の
設
計
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

六

墨
書
骨
に
つ
い
て

墨
書
骨
は
合
計
六
枚
が
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
頭
蓋
骨
に
墨
書
し
て
お
り
、
片
面
の
み
墨
書
す
る
も
の
と
両
面
に
墨
書
す
る
も
の
が
あ

る
。墨

書
は
大
日
如
来
三
身
真
言
、
光
明
真
言
、
往
生
を
願
う
願
文
で
構
成
さ
れ
、
筆
跡
か
ら
二
名
程
度
の
人
物
が
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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写真9 墨書骨①

写真10 墨書骨②

こ
れ
ら
を
「
弟
子
快
真
」
が
代
表
し
て
署
名
し
て
い
る
。
墨
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
、
配
置
さ
れ
て
い
た
順
序
か
ら
は
、
ま

ず
金
剛
界
大
日
真
言
、
大
日
応
身
・
報
身
真
言
と
快
真
の
名
が
書
か
れ
た
も
の
を
配
置
し
（
写
真
9
）、
大
日
応
身
真
言
と
願
文
を
記
し
た

も
の
を
配
置
、
そ
の
後
複
数
に
分
割
し
た
光
明
真
言
を
墨
書
し
、
最
後
に
一
枚
裏
表
に
光
明
真
言
を
ま
と
め
た
上
で
弟
子
快
真
が
署
名
し
て

い
る
（
写
真
10
）。
冒
頭
で
快
真
が
署
名
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
證
玄
和
尚
の
骨
に
快
真
が
署
名
し
、「
同
垂
引
摂
」
を
願
っ
て
い
る
と

読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
快
真
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

①
（
内
）
オ
ン
・
バ
・
ザ
ラ
・
ダ
／
タ
・
ト
バ
ン
／
ダ
（
金
剛
界
大
日
真
言
だ
が
二
文
字
多
い
）
＋
快
真

（
外
）
ア
・
ビ
・
ラ
／
ア
・
ラ
・
ハ
・
シ
ャ
・
ナ
ウ
／
ウ
ン
・
ケ
ン
（
大
日
応
身
真
言
を
報
身
真
言
で
挟
み
込
む
）

②
（
内
）
ア
・
ラ
・
ハ
／
シ
ャ
・
ナ
ウ
（
大
日
応
身
真
言
）

（
外
）
七
世
四
恩
一
切
／
衆
生
引
稱
／
垂
（
願
文
）

③
（
内
）
キ
ャ
・
ベ
イ
・
ロ
・
シ
ャ
（
光
明
真
言
）
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（
外
）
ナ
ウ
・
マ
・
カ
ー
・
ボ
・
ダ
ラ
・
マ
・
ニ
（
光
明
真
言
）

④
（
内
）
ハ
ラ
・
バ
・
リ
タ
（
光
明
真
言
）

（
外
）
ハ
ン
・
ド
マ
・
シ
ン
バ
・
ラ
（
光
明
真
言
）

⑤
（
内
）
ヤ
・
ウ
ー
ン
（
光
明
真
言
）

（
外
）
な
し

⑥
（
内
）
オ
ン
・
ア
・
ボ
・
キ
ャ
・
ベ
イ
・
ロ
・
シ
ャ
・
ナ
ウ
・
マ
・
カ
ー
・
ボ
・
ダ
ラ
・
マ
・
ニ
・
ハ
ン
・
ド
マ
・（
ジ
ン
バ
）（
光
明
真
言
）

（
外
）
ラ
・
ハ
ラ
・
バ
・
リ
タ
・
ヤ
・
ウ
ー
ン

弟
子
快
／
真

敬
白
同
／
垂
引
摂
（
光
明
真
言
＋
願
文
）

ま
と
め

今
回
の
蔵
骨
器
再
発
掘
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
写
真
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
證
玄
和
尚
蔵
骨
器
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
構
造

等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
證
玄
蔵
骨
器
は
詳
細
な
銘
文
の
存
在
か
ら
、
時
代
と
被
葬
者
が
わ
か
る
も
の
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
事
例
と
さ
れ

な
が
ら
も
、
再
埋
納
さ
れ
て
い
た
た
め
実
態
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
回
こ
れ
を
再
調
査
で
き
た
こ
と
に
よ
り
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。

ま
ず
、
蓋
が
上
下
段
の
二
重
構
造
と
な
っ
て
い
る
特
殊
な
構
造
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
人
骨
の
分
析
に
よ
り
追
葬
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
追
葬
を
予
定
し
た
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
Ⅹ
線
Ｃ
Ｔ
撮
影
に
よ
る
内
部
観
察
と
骨
の
層
位
的
な
取
り
上
げ
か

ら
は
、
最
初
の
蔵
骨
に
際
し
て
容
器
の
三
分
の
一
程
度
し
か
骨
を
入
れ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
、
蔵
骨
器
の
大
き
さ
、
骨
の
納
め

方
な
ど
す
べ
て
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
追
葬
を
想
定
し
た
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
追
葬
を
計
画
し
た
の
は
「
快
真
」
を
は
じ
め
と
す
る
弟
子
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
覚
盛
か
ら
唐
招
提
寺
復
興
を
引
き

継
ぎ
、
伽
藍
復
興
を
成
し
遂
げ
た
證
玄
の
時
代
は
、
律
宗
教
団
形
成
期
で
あ
っ
た
。
当
時
、
叡
尊
・
忍
性
・
信
空
を
核
と
し
て
西
大
寺
を
中

心
に
西
大
寺
流
律
宗
教
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
唐
招
提
寺
に
お
い
て
も
證
玄
を
核
と
し
て
強
固
な
血
脈
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
唐
招
提
寺

唐招提寺西方院所在の證玄和尚五輪塔と出土蔵骨器について
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流
律
宗
教
団
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
蔵
骨
器
は
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
蔵
骨
器
の
調
査
成
果
は
、
今
後
の
律
宗
集
団

に
関
す
る
研
究
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

付
記成

稿
に
あ
た
り
、
墨
書
骨
の
判
読
に
つ
い
て
服
部
光
真
氏
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）、
真
言
・
願
文
の
意
義
に
つ
い
て
辻
村
泰
善
氏
（
元
興
寺
住
職
・
元
興
寺

文
化
財
研
究
所
理
事
長
）、
三
宅
徹
誠
氏
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）、
人
骨
の
分
析
に
つ
い
て
松
下
孝
幸
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
人
類
学
研
究
機
構
）、
人
骨
の
年
代
測

定
に
つ
い
て
南
雅
代
氏
（
名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所
）、
同
位
体
分
析
に
つ
い
て
若
木
重
行
氏
（
国
立
海
洋
研
究
開
発
機
構
）、
人
名
に
つ
い
て
細
川
涼
一

氏
（
京
都
橘
大
学
）
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
本
稿
は
中
間
報
告
で
あ
る
た
め
成
果
を
反
映
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ

た
い
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
三
十
一
年
二
月
八
日
〜
三
月
十
四
日
に
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
鎌
倉
時
代
の
唐
招
提
寺
と
戒
律
復
興
」
図
録
に
掲
載
し

た
同
名
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
録
を
許
可
い
た
だ
い
た
奈
良
国
立
博
物
館
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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